
１資料５」
Ｓ３－２． 電子情報工学科

■■ 年 次 別 授 業 科 目 表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

』
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回国 年次別授業科目表
〔工学部〕各学科共通 １教養教育及びスキル教育科目喪
■教養教育科目 （科目名の右側の数字は単位数、 ０印は必修科目）

嘉ご １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　　　　

後

　

期 前

　

期 後

　

期 前 期

　

－

　

後 期

教
養
教
育
科
目

人文社会
分

　　

野

日本国憲法 ２ 日常生活と法 ２ 比較文学 ２

産業と法 ２
コミュニケ－
ション基礎

② 認知心理学１２ 現代倫理 ２

九州学 ２ 開講澱

　

２

大衆社会論 ２ 経済と社会

　

２ 近代経済学

　

２

海外事情 ２

日本事情１ ２ 日本事情ｎ ２

自然科学
分

　　

野
生命と生態系 ２ 物質と化学 ２ 地球と環境 ２ 自然と科学 ２

保健体育
分

　　

野 健康運動学 ② 健康科学 ２ スポーツ科学 ２

■スキル教育科目

壷きき 「年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

ス
キ
ル
教
育
科
目

外国語
分

　

野

英語初級１ ２ 英語初級Ｒ ２ 英語初級皿 ２ 英語初級Ｗ ２三訓電緒２三多勢鵜謡２溺三弦三詰１２溺湖２
英語中級１ ２ 英語中級１ ２ 英語中級ｍ ２ 英語中級ｙ ２

英語上級１ ２ 英語上級＝ ２ 英語上級皿 ２ 英語上級Ｗ ２

中国語１ ２ 中国語Ｄ ２ フランス語１ ２ フランス語ｎ ２

韓国語１ ２ 韓国語ｎ ２ ドイツ語１ ２ ドイツ語立 ２

日本語１ ２ 日本語ｎ ２

保健体育
分

　　

野 生涯スポーツ学

　　　

Ｆ２

情報工学
分

　　

野
コンピユ「夕
リテラシ一 ２

キャリア
形成分野

キャリア形成 ②

日本語表現 ２ 就業実習

　　

２ 就業実習

　　

２

［注１］ 教養教育科目は人文社会分野から１４単位以上、 保健体育分野から２単位、 合計１６単位以上を取得しなければならなし、。 なお、 自然科

　　　

学分野の科目は生命環境科学科では進級条件及び卒業要件の単位に含めなし、。
［注２］ スキル教育科目は外国語分野から８単位以上 （うち英語８単位を含む）、 キャリア形成分野から２単位以上を取得しなければならなし、。
［注３］ スキル教育科目のうち、情報工学分野の科目は生命環境科学科・電気工学科では必修科目、電子情報工学科・知能機械工学科では選択

　　

科目である。
［注４］ 教養教育科目は年度により前期と後期の科目が入れ替って開講されることがある。
［注５］ 「日本事情１」、「日本事情ｎ」、「日本語１一

　

及び「日本語ｎ」は留学生のみ受講できる。
［注６］ 「海外事績」の受講は、所定の海外研修への参加が必要である。
［注７］ 協定校 日

　

誌センター

　

から

　

肋尚協定校 （日本語センター） からの留学生は、
①初年次前期の「日本事情１」及び「日本語１」を履修し、７月実施の日本語能力試験（Ｎ２以上）を受験しなければならなし、。②日本語能力試験（Ｎ２以上）に合格しなければ、「日本語工」の単位を認定しなし、。
③日本語能力試験 （ＮＩ） に合格しなければ、「日本事情１」 の単位を認定しなし、。
④日本語能力試験 （ＮＩ） に合格しなければ、「卒業研究」 を履修することができなし、。
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匝璽回 年次別授業科目表
〔工学部〕電子情報工学科Ｊ専門基礎及び専門教育科目表
■専門基礎科目 （科目名の右側１の数字は単位数．０印は必修科目、◎印は］ア科目）

壷ミミ １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前 期

　

１

　

後 期

専門基礎科目

電子情報
基礎数学Ａ ２ 電麹報１④ 線形代数１

　

② 線形代数１ｌ

　

ｒ２ 初等統計学１２

電子情報
基礎数学Ｂ ４

微分方程式 ② 霞姦．１２

伽概論 ２ 物理学 中 物理学亙 ②

じ主１］

　

ｒ電子情報基礎数学Ａ」と「線形代数ロ」、あるし、は「電子情報基礎数学Ｂ」から習熟度別に指定された科目４単位以上を取得すること。
［注２］ 「電子情報基礎数学Ａ・Ｂ」及び「電子情報数学」は習熟度別にクラス分けして講義を行う。

■専門教育科目

声ご １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　　　　

後

　

期 前

　

期

　　　　　

後

　

期 前 朝

　

１

　

後 期

電子情報
基礎科目

電並学Ｆ② 論理回路 ②

電磁気学ｌ ② 電磁気学１１

　

２ 電子計測 ② 制御基礎 ② 制御工学 ２

デバイス系
科

　　　

目

電子物性

　

②

　

電子
デバイスＩ ②

　

電子
デバイスｎ ②

集積回路
工学 ２

光エレクト
□－クス ２

回

　

路

　

系
科

　　　

目

Ｅ鰯，② 電気回路Ｄ ② 電気回路皿 ②

電子回路１ ◎ 電子回路日 ＠ ァ高尾グ

　

② 応用アナ
□グ回路

２

情報システム系
科

　　　　　

目

書安ｆ⑭ 誓多言 ⑨
プ□グラ
ミング演習 ②

　　　　　

応用プ□グ

　

２

　　　　　

ラミング

　

＠

鷲雄

　

②

コンビユ÷タ

　

工学
◎ コンピュータ

システム ②

コンビユ÷タ

　

計測 ② 丁４ジタル
信号処理 ②

共 通 科 目

歌…②

技術者倫理

　

２ 技術英語
２

②
プレゼン

テーション島Ｉ

　

Ｅ技術

　　

２展望

肇ぜ ②

情巌学 ②

無線技術
資格 ２

情
資謝術

　

２
情
資
報
格
技Ｆ

　

２ 情報技術
資格ロ ２

組込み基礎 ② 組込み
システム ② 電子工学

総合 ②

歌…② ロボット
ビジョン ② 情報工学

総合 ②

，墨墨」② 電
実
子
験轡

　

②

　

電美貌報

　

② 重子離報

　

② 創成実験
２

②
卒業研究 ⑥

［注３］ １年間に履修登録できる単位数は、 スキル教育科目のキャリア形成分野、 教職科目、 その他カリキュラム外の科目を除き最大６０単位と

　　

する。 ただし、 教育的配慮から例外を認めることがある。
［注４］ 単位数が上段、下段に分かれてし、る箇所は上段が電子情報工学基盤コース、下段が電子情報工学創一成コースである。
［注５］ 電子情報工学基盤コ」スは、「無線技術資格」、「情報技術資格Ｄ」、「応用アナ□グ回路」及び「ＩＥ技術展望」から４単位以上取得すること。

馨
工
学
部
教
育
方
針
－嚇
電
子
情
報
工
学
科
廓
－
生
命
環
境
科
字
科
扉
ー
知
能
機
械
工
霜

煎
電
刈工
学
科

　

１



Ｓ３－３． 生命環境科学科

ー■ 年次別授業科目表

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
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匝璽訂 年次別授業科目表
〔工学部〕各学科共通 １教養教育及びスキル教育科目表
■教養教育科目 （科目名の右側の数字は単位数、 ０印は必修科目）

，声ご １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　　　　

後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

教
養
教
育
科
目

人文社会
分

　　

野

日本国憲法 ２ 日常生活と法 ２ 比較文学 ２

産業と法 ２ ］ミユニケー
ション基礎

② 認知心理学１２ 現代倫理 ２

九州学 ２ 閣議震

　

２

大衆社会論 ２ 経済と社会

　

２ 近代経済学

　

２

海外事情 ２

日本事情Ｉ ２ 日本事情＝ ２

自然科学
分

　　

野
生命と生態系 ２ 物質と化学 ２ 地球と環境 ２ 自然と科学 ２

保健体育
分

　　

野
健康運動学 ② 健康科学 ２ スポーツ科学 ２

■スキル教育科目

嘉さご 「年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

ス
キ
ル
教
育
科
目

外国語
分

　

野

英語初級１ ２ 英語初級ロ ２ 英語初級皿 ２ 英語初級Ｗ ２ヲ多寡露顕２拶もう酬１２＃鵜聖霊１２溺謁獅ｒ２
英語中級１ ２ 英語中級ｎ ２ 英語中級ｍ ２ 英語中級Ｗ ２

英語上級１ ２ 英語上級ｎ ２ 英語上級ｍ ２ 英語上級Ｗ ２

中国語１ ２ 中国語Ｄ ２ フランス語］ ２ フランス語ｎ ２

韓国語１ ２ 韓国語ｎ ２ ドイツ語工 ２ ドイツ語ｎ ２

日本語１ ２ 日本語ｎ ２

保健体育
分

　　

野 生涯スポーツ学

　　　

１２

情報工学
分

　　

野
］ンピユータ
リテラシー ２

キャリア
キャリア形成 ②

形成分野
日本語表現 ２ 就業実習

　　

２ 就業実習

　　

２

［注１］ 教養教育科目は人文社会分野から１４単位以上、保健体育分野から２単位、合計１６単位以上を取得しなければならなし、。なお、自然科

　　　

学分野の科目は生命環－境科学科では進級条件及び卒業要件の単位に含めなし、。
［注２］ スキル教育科目は外国語分野から８単位以上 （うち英語８単位を含む）、 キャリア形成分野から２単位以上を取得しなければならなし・。
［注３］ スキル教育科目のうち、情報工学分野の科目は生命環境科学科，電気工学科では必修科目、電子情報工学科，知能機械工学科では選択

　　

科目である。
［注４１ 教養教育科目は年度により前期と後期の科目が入れ替って開講されることがある。
［注５］ 「日本事情１」、「日本事情ｎ」、「日本語１」及び「日本語ロ」は留学生のみ受講できる。
【注６］ 「海外事情」の受講は、所定の海外研修への参加が必要である。
［注７］ 協定校 （日本語センター） からの留学生は、協定校 （日本語センター） からの留学生は、

①初年次前期の「日本事情１」及び「日本語１」を履修し、７月実施の日本語能力試験（Ｎ２以上）を受験しなければならなし・。
②日本語能力試験（Ｎ２以上）に合格しなければ、「日本語１」の単位を認定しない。
③日本語能力試験（ＮＩ）に合格しなければ、「日本事情１」の単位を認定しない。
④日本語能力試験（ＮＩ）に合格しなければ、「卒業研究」を履修することができない。

福岡工業大学工学部履修要項

国司 年次別授業科目表
〔工学部〕生命環境科学科一専門基礎及び専門教育科目表
■専門基礎科目 （科目名の右側の数字は単愉豹、 ○印は必修科目、◎Ｆｎは「ア科目、

轟きき 次 ２年次 ３年次 ４年次
前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　　　　

後

　

期 前

　

期

　

１

　

後

　

期 前

　

期

　　

ｉ

　　

後

　

期

専門基礎科目

　

基礎数学 ②

　

応用数学 ③

ｉ物理学実験１２

解析ｌ ② 解析ロ ② 統計解析 ２ 数値解析 ２

基礎物理学 ② 物理学１ ⑨ 物理学ロ ② 生物物理学 ２

　

基礎化学 Ｉ

生物学実験１や

地球科学

　

≧

］ンピユータ言語②

１地球科学実験「２

化学１ ② 化学ロ ②

科学実験入門 ② 化学実験 辱
基礎生物学 １１ 生物学 ② 生物学実験４Ｐ

　

」．、ー肝”－１」、ｒ解析ロ」 及

地球科学 フＬ十ド

］ンピユータ言語②

［注１］ 「日

　　

」．、，肝”－１」、ｒ解析ロ」 及び 「応用数学」 は習熟度別にクフス分けして行う。

■専門教育科目

途豊

生命環境科学

　

基礎科目

「年次 ３年次 ４年次

牛霧
期
－１

後期
逮醒畷轟②葡豚醇喬」！②

前

　

期

物理化学１１②
物理

　

学

　　

Ｉ
物理化学１

　

①

　

演習

後

　

期

物理化学ｎ」②
物理髪『Ｄ ①

　

前

　

期

生＠平壌熱射①｝ 言↑無機化学

　

字

　

後

　

期

き辱鰍筈①
物理化学皿

　

②

前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

⑥
「
①

分析化学 ④ 機器分析化学 ②

ｌ
２

）

２

環境分析化学

機器分析化学

　

実験

②
キー
（

有機化学工 ② 有機化学ロ Ｇ

環境科学１ ２ 環罰魔科学ロ ２

生物化学１ ② 生物化学ｎ ２
＊

生
命
環
境
科
学
専
門

物
質
系
科
目

　　

子

　　　　

＊

　　　　　　　

子

　　　　

＊
エネルギー
裾猫Ｔ学 ２ 電気化学 ２

固体物質工学 ２ 無機固体化学 ２

資源循環工学 ２ 環境浄化工学 ２

化学工学１ ２ 化学工学ｎ ２

　　　　

′．・「′

　

い・′′

　

、

　　

ｒ ２ ナノてノリ／ル ２
物賃・生命
共通科目 高分子化学 ２

｛‘）コロイド化学 ２
）

生
命
系
科
目

応用微生物学 ２
（▼〉

分子生物学 ２
◎ 遺伝子工学 ２

（’；
生物有機化学 ２

一 酵素化学 ２

栄養化学 ２
．） 食品学実験 ２

＊）
環－境生命 ２

　　　

１ 樽糟 橘

　　　　

微生物学

　

条

先端環殿境

　

１２１ 先端環境

　

１区

　　

験 －◎

　　　　　

． 暦科学実験１

　

②

　

科学実験１１

　

②

　　　　　　　　　　　　　

、
食品微生物学 ２

環境衛生学ぼｌ

　　

卒業研究

　　

１１⑥

食品化学 ２ 食品分析学 ２

食品衛生学 室

　

毒性学

　

星

　　　

牛産技

　

理捻技術英語 毒生産技術倫理金

　　　　

２年次

ドバンス牙・

卒業研究

Ｌ注「Ｊ

　

ｒ基礎数学」、「解析１」、「解析虹」及び「応用数学」は習熟度別にクラス分けして講義を行う。
［注２］ １年間に履修登録できる単位数は、 スキル教育科目のキャリア形成分野、 教職科目、 教養教育科目の自然科学分野、 その他カリキュラ

　　

ム外の科目を除き最大４９単位とする。 ただし、 教育的配慮から例外を認めることがある。
［注３］コア科目のうち、専門基礎科目の「科学実験入門」及び「化学実験」４単位を取得しなければ３年次の科目を履修することはできなし、。［注４］単位数が上段、下段に分かれている箇所は上段が生命環境科学基盤コ ス、 下段が生命環境科学アドバンスコースである。［注５］ ＊印および ←）印の科目は、「食品衛生管理者及び食品衛生監視員養成課程」に関わる必修科目及び選択科目である。Ｇ主６］生命環境科学専門のうち、物質系科目または生命系科目より「環境物質工学実験」または「環境生命工学実験」を含む１０単位以上を

　　

取得し、 合計２０単位以上を取得すること。

２

せ

，
学
部
教
育
方
針
認
電
子
情
報
工
学
科
顧
一
生
命
環
境
科
学
科

醸

知
能
鷺
工
学
科

零

畢
学
科

　

一



Ｓ３－４． 知能機械工学科

１１ 年 期 蝦 業科目表

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

福岡工業大学工学部履修要項

区璽司 年次別授業科目表
〔工学部〕各学科共通
■教養教育科目 （科目名の右側の数字は単位数、ＯＥＰは必修科目）

壷ミミ １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　　　　

後

　

期 前

　

期 後

　

期 前 期

　

１

　

後 期

教
養
教
育
科
目

人文社会
分

　　

野

日本国憲法 ２ 日常生活と法 ２ 比較文学 ２

産業と法 ２ コミュニケ－
ション基礎 ② 認知心理学」２ 現代倫理 ２

九州学 ２ 副童話℃

　

２

大衆社会論 ２ 経済と社会１２ 近代経済学

　

２

海外事情 ２

日本事情Ｉ ２ 日本事情Ｄ ２

自然科学
分

　　

野 生命と生態系 ２ 物質と化学 ２ 地球と環境 ２ 自然と科学 ２

保健体育
分

　　

野
健康運動学 ② 健康科学 ２ スポーツ科学 ２

教養教育及びスキル教育科目表

福岡工業大学工学部履修要項

回国 年次別授業科目表
〔工学部〕知能機械工学科１
■専門基礎科目 （科目名の右側の数字は単位数、０印は必修科目、 ◎Ｆｎは「ア科目）

嘉さご １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前 期

　

１

　

後 期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

専門基礎科目

解析ｌ
及び演習 ＠ 噺＝ ◎ 解析ｍ ２

線形代数ｌ ＠ 線形代数＝
２
－
②

確率と統計
２
ー
②

数学基礎演習 ＠ 微分方程式 ２

物理学１
及び演習 ◎ 物理学耳 ２

物理基礎演習 ◎

機械物理学

　

実験 ②

専門基礎及び専門教育科目表

■スキル教育科目

嘉さ三次
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

ス
キ
ル
教
育
科
目

外国語
分

　

野

英語初級Ｉ ２ 英語初級ｎ ２ 英語初級皿 ２ 英語初級Ｗ ２ 三歩駕三７２拶彩る饗２拶鵜二言１２；三幾醐２
英語中級１ ２ 英語中級ｎ ２ 英語中級ｍ ２ 英語中級Ｗ ２

英語上級１ ２ 英語上級＝ ２ 英語上級ｍ ２ 英語む級Ｎ ２

中国語工 ２ 中国語ｎ ２ フランス語Ｉ ２ フランス語Ｄ ２

韓国語工 ２ 韓国語ｎ ２ ドイツ語工 ２ ドイツ語＝ ２

日本語工 ２ 日本語ｎ ２

保健体育
分

　　

野 生涯スポーツ学

　　　

１２

情報工学
分

　　

野
コンピュータ
リテラシー ２

キャリア
キャリア形成 ②

形成分野
日本語表現 ２ 就業実習

　　

２ 就業実習

　　

２

［注１］ 教養教育科目は人文社会分野から１４単位以上、保健体育分野から２単位、合計１６単位以上を取得しなければならなし、。なお、自然科

　　

学分野の科目は生命環境科学科では進級条件及び卒業要件の単位に含めない。
［注２］ スキル教育科目は外国語分野から８単位以上 （うち英語８単位を含む）、 キャリア形成分野から２単位以上を取得しなければならなし、。
【注３］ スキル敦育科目のうち、情報工学分野の科目は生命環境科学科・電気工学科では必修科目、電子情報工学科．知能機械工学科では選択

　　

科目である。
［注４］ 教養教育科目は年度により前期と後期の科目が入れ替って開講されることがある。
［注５］ 「日本事情１」、「日本事情Ｄ」、「日本語１」及び「日本語Ｄ」は留学生のみ受講できる。
［注６］ 「海外事情」の受講は、所定の海外研修への参加が必要である。
［注７］ 協定校 （日本語センター） からの留学生は、協定校 （日本語センター） からの留学生は、

①初年次前期の「日本事情１」及び「日本語１」を履修し、７月実施の日本語能力１鵡験（Ｎ２以上）を受験しなければならなし、。
②日本語能力試験（Ｎ２以上）に合格しなければ、「日本語工」の単位を認定しなし、。
③日本語能力試験（ＮＩ）に合格しなければ、「日本事情１」の単位を認定しない。
④日本語能力試験（ＮＩ）に合格しなければ、「卒業研究」を履修することができなし、。

■専門教育科目

壷 欠 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 期

　

ｒ

　

後 期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前 期

　

ョ

　

後 ｍ

機械基礎学

ものづくり基礎実習

　　

１④ 機械力学１ ② 流体力学１ ② 流体力学ロ ② 機械力学Ｂ ⑨

材料力学ｌ ② 熱力学ｌ ② 熱力学Ｄ ② 材料力学＝ ②

知能機械設計学

基礎製図，１⑲１鞭製図一＠ 知能機械設計１＊ ④ 知能機械設計１１＊
４
ー
④知能機械設計学

　

（ＡＤ
システム＊

◎
ト
ヒ

（ＡＤ／ＣＡＭ
システム＊

②
一
２

デジタル
エンジニア
リング＊

十＠
トＬに

知能生産工学 生産技術史１◎ 機械材料 ② 機械工作法

　

１＊ ② 機械工作法

　

Ｄ ２

知能計測
制御工学

電気基礎学

　

Ｉ ② 電気基礎学

　

１

　　

ｌ ② モータ
制御工学

②

２

計測工学 ２

□ポット
制御工学ｌ

②

２
□ポット
制御工学Ｄ ２

共通科目

知能機械
基礎実験１ ② 星困難械ｎ ② 基

産灘教
人
育 ２ 知能機械

創一成実験 ②

知能識杖形脚
言語及び演習＊ ２

珊驚橿技術者倫理 ②

卒業研究 卒業研究

　

１◎

じ主１］ 「年間に履修登録できる単位数は、スキル教育科目の「就業実習ｊ、教養教育科目の「海外事情」、教職科目、その他カリキュラム外の科目、

　　

留学生は外国人留学生科目を除き最大５０単位とする。 ただし、 教育的配慮から例外を認めることがある。
［注２１

　

コア科目のうち、専門基礎科目の「数学基礎演習」及び「物理基礎演習」４単位を取得しなければ２年次の科目を履修することはできなし、。

　　

また、専門基礎科目の「解析１及び演習」、「線形代数１」、「物理学工及び演習」及び「解析Ｄ」１２単位を取得しなければ３年次の科目

　　

を履修することはできなし、。
駐３］単位数が上段、下段に分かれてし、る箇所は上段が知能機械設計］－ス、下段が知能機械ｇ１一成コ」スである。
［注４］ ＊印の科目およびスキル科目の 「コンピュータリテラシ一」 は授業にノートＰＣを使用する。

３
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Ｓ３－５． 電気工学科

ーーー 年次別授業科目表

　　　　　　　　　　　　　　　　

「

福岡工業大学工学部履修要項

医璽回 年次別授業科目表
〔工学部〕各学科共通ｆ教養教育及びスキル教育科目表
■教養教育科目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　

－

　　

は

　　

、

　　

Ｅ

　

が

　

．・（科目名の右側の数字は単位数、 ０印は必修科目）

嘉ご １年次 ２年次

　　　

３年次

前

　

期

　　　　　

後

　

期

　　　　　

比較文学

　　

２

４年次

前

　

期

Ｂ本国憲法

　

２

　

後

　

期

日常生活と法

　

２

前

　

期

　　　　　

後

　

期 前 期

　

１

　

後 期

　

人文社会

蓑
分 野

冒

寡然科露

警体暮

２

産業と法

九州学

２ コミュニケ－
ション基礎

② 認知心理学１２

　　

現代倫理 ２

２ 翻欝１２
大衆社会論 ２ 経済と社会１２ 近代経済学１２

海外事情

日本事情１

′^一

　　　　　　

つ心 日本事情１１

　

２２

嚇 －－１＝自然と科学２

　

′．

　　

＾

　　

・

　　

・・

　

ムレ

　

Ｌ「２

　　　

②

物質と化学 ２

健康運動学 健康科学１＝ 肺ツ科学２

教
養
教
育
科
目

学科目

自然科学
分

　　

野

保健体育
分

　　

野

■スキル教育科目

嘉ご １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

ス
キ
ル
教
育
科
目

外国語
分

　

野

英語初級１ ２ 英語初級ｎ ２ 英語初級皿 ２ 英語初級Ｗ ２；閉多賀２拶考多望言２三三；七参醐２務とすぎ三霜ｒ２
英語中級ｌ ２ 英語中級ｎ ２ 英語中級ｍ ２ 英語中級Ｗ ２

英語上級１ ２ 英語上級ｎ ２ 英語上級ｍ ２ 英語蓋級Ｗ ２

中国語１ ２ 中国語ｎ ２ フランス語Ｉ ２ フランス語ｎ ２

韓国語１ ２ 韓国語ｎ ２ ドイツ語Ｉ ２ ドイツ語ｎ ２

日本語１ ２ 日本語ロ ２

保健体育
分

　　

野 生涯スポーツ学

　　　

１２

情報工学
分

　　

野
コンピュータ
リテラシー ２

キャリア
キャリア形成 ②

形成分野
日本語表現 ２ 就業実習

　　

２ 就業実習

　　

２

［注１］ 教養教育科目は人文社会分野から１４単位以上、保健体育分野から２単位、合計１６単位以上を取得しなければな５なし、。なお、自然科

　　　

学分野の科目は生命環罰莞科学科では進級条件及び卒業要件の単位に含めない。
［注２］ スキル教育科目は外国語分野から８単位以上

　

｛うち英語８単位を含む）、 キャリア形成分野から２単位以上を取得しなければならなし・。
［注３］ スキル教育科目のうち、情報工学分野の科目は生命環境科学科・電気工学科では必修科目、電子情報工学科・知能機械工学科では選択

　　

科目である。
［注４１ 教養教育科目は年度により前期と後期の科目が入れ替って開講されることがある。
［注５］ 「日本事情１」、『日本事情ｎ」、「日本語１」及び

　

ｒ日本語ロ」は留学生のみ受講できる。
［注６］ 「海外事情」の受講は、所定の海外研修への参加が必要である。
［注７］ 協定校（日本語センター）からの留学生は、協定校 （日本語センター） からの留学生は、

①初年次前期の「日本事情１一

　

及び「日本語Ｔ」を履修し、７月実施の日本語能力試験（Ｎ２以上）を受験しなければならなし、。
②日本語能力試験（Ｎ２以上）に合格しなければ、「日本語１」の単位を認定しない。
③日本語能力試験（ＮＩ）に合格しなければ、「日本事情１」の単位を認定しない。
④日本語能力試験 （ＮＩ） に合格しなければ、「卒業研究」 を履修することができなし、。

福岡工業大学工学部履修要項

国司 年次別授斜斗目表
〔工学部〕電気工学科１専門基礎及び専門教育科目表
■専門基礎科目 （科目名の右側の数字は単位数、０印は′汰修科目、

声ご次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　

１

　

後

　

期

専門基礎科目

電気基礎
数学Ａ ② 解析１ ② 餓斤ｎ ③ 噺ｍ ⑦ 解析Ｗ

　

１２

電気基礎
数学Ｂ ② 線形代数ｌ ② 線形代数Ｄ ２ 微分方程三式 ２

電気基礎
物理学

② 物理学１ ＠ 物理学＝ ② 物理学皿 ２

■専門教育科目

学科目

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　　　　

後

　

期 前 期

　

』

　

後 期

電気工学基礎

電気回略１ ① 電気回路ｎ ② 電気回路ｍ ② 電気回路Ｗ ②

電磁気学１ ② 電磁気学ロ ② 電磁気学ｍ ② 電気計測 ②

就業力育成科目 プレゼン
テーション

２ 技術者倫理 ②

情報処理科目 直参簿ユー
「
応器用② プ□グラ

ミング言語
②

実験・実習科目

電鱗学 ② エンジニアリング

　

デザイン１
② 閉捌群帥＊

雫静雄② メカト□
ニクスＩ ◎ メカト□

ニクスロ

虚
な
際

電気基礎学

　

実験 ③ 電気工学
実験１ ② 電気工学

実験江 ① 卒業研究

　　　　

１⑥

電気機器
システム工学 電気機器ｌ ⑦ 電気機器ロ ② 電気機器ｍ ②

パワーエレ
クト□ニクス

２

②

電気機器
設計・製図 ２

電子回路・
物性デバイス

　

工学

電子回路１ ⑦ 電子回路Ｄ
２
一
◎

ディジタル

　

２

　

回路

　　　

②

基響質 ② 半導体工学 ② 集積回路 ２
ディジタル

　

回路

２

②

システム
帯」御工学

システム
制御工学１ ② システム

制御工学ｎ

２

②
現代制御 ２

電気工ネルギ一
システム工学

繋室生畜②電気工ネルギ一
システム工学ｎ ② 電気工ネルギ÷

システム工学ｍ
２ 電気工ネルギ÷

システム工学Ｎ
２

電気法規及び
施設管理 ２ 電気応用 ② 高電圧・

プラズマ
２

竃験・総合科目

電験理論

　

２ 電験電力 ２ 電験機械 ２

電験法規 ２
電気工学
総合 ①

関連写科目 機械工学
概論 ２ 通信工学

概論
２

じ主「］１年間に履修登録できる単位数は、電験科目、スキル教育科目の「就業実習」、「日本語表現」、教養教育科目の「海外事情」、教職科目、

　　

その他カリキュラム外の科目を除き最大５０単位とする。 ただし、 数商的配慮から例外を認めることがある。
［注２］「電験理論」、「電験電力」、「電験機械」、及び「電験法規」 の４科目の単位は、受講後、該当する国家試験に在学中に合格したものにつし、て、

　　

届け出により認定する。
［注３］ 単位数が上段、 下段に分かれてし、る箇所は上段が電気総合エンジニア］－ス、 下段が電気開発エンジニアコースである。

４

爾
－
工
学
部
教
育
方
針
－
鮮
電
子
情
報
工
字
科
区
生
命
環
境
撃
科
廓
ー
知
能
機
械
工
霜

函
電
丸工
学
科

　

ー


	資料
	資料5
	電子情報工学科
	生命環境科学科
	知能機械工学科
	電気工学科



